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十
二 

漢
詩
で
殺
さ
れ
る 

 
他
人
の
詩
を
参
考
に
す
る
例
は
中
国
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。 

初
唐
の
詩
人
、
劉
廷

り
ゅ
う
て
い

芝 し

は
作
詩
に
苦
吟
し
て
い
た
。 

「
今
年
花
落
ち
て
顔
色
改
ま
り
、
明
年
花
開
き
て
復 ま

た
誰
か
在
る
」
の
二
句
を
思
い
つ
い
た
が
こ
の

句
は
な
ん
だ
か
不
吉
な
感
じ
が
す
る
と
つ
ぶ
や
き
、
頭
を
ひ
ね
っ
て
い
る
う
ち
に
、
「
年
年
歳
歳
、
花
相

似
た
り
、
歳
歳
年
年
、
人
同
じ
か
ら
ず
」
を
得
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
前
の
不
吉
な
句
と
似
て
い
る
と
は
思

っ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
良
い
句
な
の
で
、
両
方
の
句
を
と
も
に
生
か
し
て
有
名
な
次
の
七
言
古
詩
を
作

っ
た
。 「

代
悲
白
頭
翁
」 

（
白
頭
を
悲
し
む
翁
に
代
わ
り
て
）
劉
廷
芝 

洛
陽
城
東
桃
李
花 

洛
陽
城
東
桃
李
の
花 

飛
来
飛
去
落
誰
家 

飛
び
来
た
り
飛
び
去
り
て
誰
が
家
に
か
落
つ 

洛
陽
女
児
惜
顔
色 

洛
陽
の
女
児
顔
色
を
惜
し
み 

行
逢
落
花
長
嘆
息 

行
く
行
く
落
花
に
逢
い
て
長
嘆
息
す 

今
年
花
落
顔
色
改 

今
年
花
落
ち
て
顔
色
改
ま
り 

明
年
花
開
復
誰
在 

明
年
花
開
き
て
復ま

た
誰
か
在
る 

已
見
松
柏
摧
爲
薪 

已す
で

に
見
る
松
柏
摧

く
だ
か

か
れ
て
薪ま

き

と
な
る
を 

更
聞
桑
田
変
成
海 

更
に
聞
く
桑
田

そ
う
で
ん

の
変
じ
て
海
と
な
る
を
桑
田
＝
く
わ
畑
、
時
勢
が
変
わ
る
例
え 

古
人
無
復
洛
城
東 

古
人
復ま

た
洛
城
の
東
に
無
く 

今
人
還
対
落
花
風 

今
人
還ま

た
対
す
落
花
の
風 

年
年
歳
歳
花
相
似 

年
々
歳
々
花
相
似
た
り 

歳
歳
年
年
人
不
同 

歳
々
年
々
人
同
じ
か
ら
ず 

 

（
以
下
十
四
句
は
省
略
） 

 

こ
の
詩
に
は
後
日
譚
が
あ
る
。
劉
廷
芝
は
同
じ
く
初
唐
の
宮
廷
詩
人
で
あ
っ
た
宋
之

そ

う

し

問も
ん

の
女
婿

（
劉
の
妻
の
父
）
で
あ
り
、
詩
を

舅
し
ゅ
う
と

の
之 し

問
も

ん

に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
之 し

問
も

ん

は
「
年
々
歳
々
・
・
」
の
一

連
の
句
を
大
い
に
賞
賛
し
、
「
ぜ
ひ
譲
っ
て
ほ
し
い
」
と
頼
ん
だ
。
他
な
ら
ぬ
舅
の
頼
み
な
の
で
、

廷
て

い

芝 し

は
仕
方
な
く
一
度
は
承
知
し
た
が
、
後
日
、
惜
し
く
な
っ
た
の
で
、
結
局
は
譲
ら
ず
に
自
作
の

詩
と
し
て
発
表
し
て
し
ま
っ
た
。
約
束
を
破
ら
れ
た
上
に
恥
を
か
か
さ
れ
た
之
問
は
怒
り
、
下
僕
に

命
じ
て
廷
芝
を
土
嚢

ど

の

う

で
圧
殺
さ
せ
て
し
ま
い
、
こ
れ
を
自
分
の
作
と
し
た
と
い
う
。 
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廷
芝
が
初
め
に
不
吉
な
予
感
を
感
じ
た
通
り
六
句
目
の
「
明
年
花
開
き
て
復 ま

た
誰
か
在
る
」
と
詠

ん
だ
の
が
、
計
ら
ず
も
自
分
の
身
の
上
と
な
っ
た
。
詩
が
で
き
て
一
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
殺
さ
れ

た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
唐
の
詩
人
の
詩
句
の
表
現
に
対
す
る
執
念
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

く
る
。
こ
の
話
は
元
代
の
「
唐
才
子
伝
」
に
よ
る
。 

宋
之
問
集
に
は
「
思
う
所
有
り
て
」
と
題
し
て
こ
の
詩
が
載
っ
て
お
り
、
古
文
真
宝
に
も
、
日
本

の
和
漢
朗
詠
集
に
も
、
作
者
を

舅
し
ゅ
う
と

の
宋
之
問
と
し
て
い
る
。
し
か
し
唐
詩
選
に
は
、
劉
廷
芝
の
作

と
し
て
載
っ
て
い
る
。 

劉
廷
之
は
琵
琶
の
名
手
で
、
美
男
の
誉
れ
高
か
っ
た
が
素
行
が
悪
く
、
終
生
官
位
に
つ
け
な
か
っ

た
。
唐
詩
選
に
は
盛
唐
の
岑
参
の
作
と
し
て
同
じ
境
地
を
う
た
っ
た
詩
句
が
あ
る
。
題
は
「
韋
員
外

家
花
樹
歌
」
で
、
「
今
年
の
花
は
去
年
に
似
て
好
し
去
年
の
人
は
今
年
に
到
っ
て
老
ゆ
、
始
め
て
知

る
人
は
老
い
て
花
に
如
か
ざ
る
を
」
で
あ
る
。 

「
漢
詩
故
事
辞
典
寺
尾
善
雄
河
出
書
房
新
社
」 

こ
の
宋
之
問
の
略
伝
を
「
唐
詩
三
百
首
東
洋
文
庫
」
で
み
る
と
、
権
力
に
へ
つ
ら
い
媚
び
る
人
物

で
、
贈
賄
、
密
告
を
す
る
な
ど
、
ま
こ
と
に
い
や
し
む
べ
く
、
当
時
の
人
か
ら
指
弾
さ
れ
て
い
た
が
、

五
言
律
詩
・
五
言
排
律
の
完
成
者
と
し
て
、
ま
こ
と
に
す
ぐ
れ
て
い
た
、
と
あ
る
。
彼
は
武
則
天
時
代

の
寵
臣
だ
が
、
睿
宗

え
い
そ
う

即
位
後
、
欽
州
（
江
西
省
）
に
流
さ
れ
、
そ
の
後
い
っ
た
ん
中
央
に
復
帰
し
て
修

文
館
学
士
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
考
試
官
と
な
っ
て
賄
賂
を
受
け
た
こ
と
が
発
覚
し
て
越
州
長
史
（
補

佐
役
）
に
左
遷
さ
れ
、
玄
宗
の
即
位
し
た
年
に
自
殺
を
命
じ
ら
れ
た
。
六
十
五
歳
で
あ
っ
た
。 

十
三 

傑
作
の
漢
詩
と
は 

 

清
朝
初
期
の
詩
人
王
士
禛

お

う

し

し

ん

（
漁
洋
）
は
唐
の
七
言
絶
句
の
最
高
傑
作
は
、
次
の
四
首
と
し
て
い
る
。

王
之
渙

し

か

ん

の
「
涼
州
詞
」
、
李
白
の
「
早
発
白
帝
城
」
、
王
昌
齢
の
「
長
信
秋
詞
」
の
五
首
連
作
中
の
「
帚

を
奉
じ
て
平
明
金
閣
開
く
」
の
一
首
、
そ
し
て
王
維
の
「
送
元
二
使
安
西
」
で
あ
る
。 

唐
詩
選
の
編
者
と
さ
れ
る
李
攀

は

ん

龍
り
ゅ
う

は
、
王
昌
齢
の
「
出
塞
」
（
従
軍
行
三
と
も
い
う
）
が
最
大
の

傑
作
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
起
句
を
絶
賛
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
秦
時
明
月
漢
時
関
と

い
う
一
句
で
あ
る
。
「
唐
詩
撰
下
前
野
直
彬
岩
波
文
庫
」
明
の
王
世
貞
は
、
唐
詩
絶
句
の
最
も
優
れ
た

も
の
は
王
翰

お
う
か
ん

の
「
涼
州
詞
」
と
し
て
い
る
。
明
の
胡
応
麟
は
、
古
今
の
七
言
律
詩
の
中
で
杜
甫
の
「
登

高
」
に
か
な
う
も
の
は
無
い
と
評
し
て
い
る
。 
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ま
た
、
石
川
忠
久
先
生
が
著
書
「
漢
詩
鑑
賞
辞
典
」
に
約
四
百
首
の
名
作
を
載
せ
て
い
る
が
、
「
傑
作
」
と

表
現
し
て
い
る
の
は
、
以
下
の
十
六
詩
で
あ
る
。 

「

涼

州

り
ょ
う
し
ゅ
う

詞し

」 
 

辺
塞
詩
の
最
高
傑
作
の
一
つ 

 
 

王
翰 

 

七
言
絶
句 

「
閨
怨

け
い
え
ん

」 

閨
怨

け

い

え

ん

詩
の
傑
作 

 
 

 
 

王
昌
齢 

七
言
絶
句 

「
出
塞
」 

唐
代
の
五
大
絶
句
、
起
句
は
絶
唱
と
さ
れ
る 

 

王
昌
齢 

七
言
絶
句 

「
送
元
二
使
安
西
」 

 

送
別
詩
の
代
表 

 
 

 
 

王
維 

 

七
言
絶
句 

「
黄
鶴
楼
送
孟
浩
然
之
広
陵
」 

送
別
詩
の
絶
唱 

 
 

 
 

李
白  

七
言
絶
句 

「
早
発
白
帝
城
」 

 
古
来
、
李
白
の
傑
作
と
さ
れ
る 

 
 

李
白  

七
言
絶
句 

「
秋

し
ゅ
う

浦 ほ

歌
」 

 

千
古
の
絶
唱 

 
 

 
 

李
白  

五
言
絶
句 

「
送
友
人
」 

 

送
別
詩
の
代
表
と
称
さ
れ
る  

 
 

李
白  

五
言
律
詩 

「
旅
夜
書
懐
」 

 

人
に
よ
く
知
ら
れ
た
傑
作
。
見
事
な
作
で
あ
る  

杜
甫  

五
言
律
詩 

「
登
高
」 

 

明
の
胡
応
麟
は
古
今
七
律
の
第
一
と
賞
讃 

 

杜
甫  

七
言
律
詩 

「
磧
中
作

せ
き
ち
ゅ
う

」 
 

辺
塞
詩
の
名
編 

 
 

 
 

岑
し

ん

参
じ

ん  

七
言
絶
句 

「
夜
上
受
降
城
聞
笛
」 

 

中
唐
期
の
七
絶
の
傑
作 

 
 

 

李
益  

七
言
絶
句 

「
江
雪
」 

 

超
俗
の
名
吟
と
さ
れ
る 

 
 

 

柳
宗
元 

五
言
絶
句 

「
楽
遊
原
」 

 

五
言
絶
句
の
傑
作 

 
 

 
 

李
商
隠 

五
言
絶
句 

「
薤 か

い

露 ろ

歌
」 

 

挽
歌
の
代
名
詞
と
し
て
定
着
し
て
い
る 

 
無
名
氏 

雑
言
詩 

「
蒿
里

こ

う

り

」 
 

薤
か

い

露 ろ

の
歌
と
並
ん
で
挽
歌
の
傑
作 

 
 

無
名
氏 

七
言
古
詩 

こ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
。 

「
涼
州
詞
」 

 
 

（
涼

州

り
ょ
う
し
ゅ
う

詞し

）
王
翰

お
う
か
ん 

葡
萄
美
酒
夜
光
杯 

葡
萄

ぶ

ど

う

の
美
酒
夜
光

や

こ

う

の
杯
夜
光
杯
＝
白
玉
の
杯 

欲
飲
琵
琶
馬
上
催 

飲
ま
ん
と
欲
す
れ
ば
琵
琶

び

わ

馬
上
に
催

も
よ
お

す
琵
琶
＝
西
域
の
楽
器 

酔
臥
沙
場
君
莫
笑 

酔
う
て
沙
場
に
臥ふ

す
と
も
君
笑
う
こ
と
莫な

か
れ
沙
場
＝
砂
漠 

古
来
征
戦
幾
人
囘 

古
来
征
戦
幾
人
か
回か

え

る 

「
送
元
二
使
安
西
」 

（
元げ

ん

二じ

の
安
西

あ
ん
せ
い

に
使つ

か

い
す
る
を
送
る
）
王
維

お

う

い 

元
二
＝
元
は
姓
、
二
番
目
の
男 

渭
城
朝
雨
浥
軽
塵 

渭い

城
じ
ょ
う

の
朝
雨
軽
塵
を

浥
う
る
お

す 

渭
城
＝
長
安
の
渭
水
の
向
か
い
側
の
咸

か

ん

陽
よ

う 

客
舎
青
青
柳
色
新 

客
舎
青
々
柳
色
新
た
な
り 

勧
君
更
尽
一
杯
酒 

君
に
勧す

す

む
更
に
尽
く
せ
一
杯
の
酒 

西
出
陽
関
無
故
人 

西
の
か
た
陽
関
を
出
ず
れ
ば
故
人
無
か
ら
ん 

 

故
人
＝
友
人 
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「
江
雪
」 

（
江こ

う

雪せ
つ

）
柳
宗
元 

千
山
鳥
飛

絶 

千
山
鳥
飛
ぶ
こ
と
絶た

え 
萬
径
人
蹤

滅 

万
径
人
蹤

じ
ん
し
ょ
う

滅め
っ

す 

孤
舟
蓑
笠

翁 

孤
舟
蓑さ

笠
り
ゅ
う

の
翁お

う

蓑
笠
＝
み
の
が
さ 

独
釣
寒
江

雪 

独
り
釣
る
寒か

ん

江こ
う

の
雪 

 

作
者
の
柳
宗
元
は
当
時
、
順
宗
（
唐
の
十
代
皇
帝
）
の
信
頼
を
得
て
中
央
で
の
政
治
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
た
。
内
に
は
宦
官
の
勢
力
を
弱
め
、
外
に
は
地
方
の
藩
鎮
・
節
度
使
の
横
暴
に
対
す
る
中

央
制
御
権
の
回
復
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
宦
官
と
守
旧
派
が
連
合
し
て
憲
宗
（
順
宗
の

長
子
）
を
皇
帝
と
し
て
推
戴
し
た
た
め
、
病
身
の
順
宗
は
わ
ず
か
八
カ
月
で
退
位
し
て
憲
宗
が
即
位

し
た
。
こ
れ
で
改
革
は
挫
折
し
、
柳
宗
元
は
湖
南
省
零
陵
県
に
左
遷
さ
れ
た
。
こ
の
永
州
は
南
方
の

野
蛮
の
地
で
異
民
族
が
雑
居
し
、
風
土
病
も
蔓
延
す
る
文
化
果
て
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
白
銀
の
世

界
の
中
で
、
じ
っ
と
石
の
よ
う
に
動
か
ぬ
漁
翁
は
、
迫
害
を
は
ね
の
け
る
詩
人
自
身
の
清
冽
な
姿
で

あ
り
、
孤
独
と
失
意
に
耐
え
抜
か
ん
と
す
る
作
者
の
強
靭
な
精
神
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。 

「
唐
詩
歳
時
記
植
木
久
行
講
談
社
学
術
文
庫
」 

柳
宗
元
は
左
遷
さ
れ
た
地
で
永
州
司
馬
を
十
一
年
間
勤
め
長
安
に
戻
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
か
月
後

に
柳
州
刺
史
（
長
官
）
と
し
て
追
放
さ
れ
る
。
こ
こ
は
永
州
よ
り
更
に
辺
鄙
な
地
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
近

く
で
あ
る
。
こ
こ
で
四
年
間
勤
め
、
長
安
に
戻
る
こ
と
な
く
卒
し
た
。
四
十
七
歳
で
あ
っ
た
。 

日
本
人
の
漢
詩
を
一
つ
紹
介
し
よ
う
。 

「
冬
夜
読
書
」 

 

（
冬
夜
読
書
）
菅か

ん

茶
山

ち
ゃ
ざ
ん 

雪
擁
山
堂
樹
影
深 

雪
は
山
堂
を
擁よ

う

し
て
樹
影
深
し 

檐
鈴
不
動
夜
沈
沈 

檐え
ん

鈴れ
い

動
か
ず
夜
沈
々 

 

檐
鈴
＝
軒
先
の
吊
る
し
た
鈴 

閑
収
乱
帙
思
疑
義 

閑
し
ず
か

に
乱
帙

ら
ん
ち
つ

を
収
め
て
疑
義

ぎ

ぎ

を
思
う 

乱
帙
＝
取
り
散
ら
か
し
た
書
籍 

一
穂
靑
燈
萬
古
心 

一
穂

い
っ
す
い

の
青
灯
万
古
の
心 

燭
台
の
火
を
見
つ
め
る
う
ち
に
、
昔
の
聖
賢
の
心
の
う
ち
の
疑
問
が
解
け
る
。
寒
い
静
寂
の
中
に

集
中
し
て
ゆ
く
精
神
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
。
石
川
忠
久
先
生
は
、
「
こ
の
結
句
は
す
ご
い
、
千
古

の
絶
唱
で
す
ね
」
と
語
っ
て
い
る
。 
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◆
詩
の
大
家
と
は 

中
国
人
か
ら
見
て
詩
の
大
家
は
だ
れ
で
あ
ろ
う
か
。 

清
の
乾
隆
帝
（
一
七
三
六
～
七
五
在
位
自
身
は
四
万
首
を
越
す
詩
を
作
っ
て
い
る
）
は
詩
の
大
家
は

六
人
で
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
唐
の
李
白
、
杜
甫
、
韓
愈
、
白
居
易
の
四
人
、
宋
の
蘇
軾

そ
し
ょ
く

と
陸
游
の
二

人
で
あ
る
。 

そ
の
詩
を
選
ん
で
「
唐
宋
詩
醇
」
を
編
し
た
。
そ
の
凡
例
に
い
う
、
「
唐
宋
の
人
、
詩
を
以
っ
て
鳴

る
も
の
そ
の
数
は
数
え
き
れ
な
い
。
そ
の
卓
然
と
し
て
名
家
（
世
に
知
ら
れ
る
人
）
な
る
者
、
な
お
数

十
人
を
下
ら
な
い
。 

こ
こ
に
独
り
六
家
を
取
る
者
は
、
お
も
う
に
惟
だ
、
こ
れ
の
み
大
家
（
特
に
す
ぐ
れ
た
人
）
と
称
す

る
に
足
れ
り
。
大
家
と
名
家
と
は
、
な
お
大
将
と
名
将
と
の
ご
と
し
。
そ
の
體
段

た

い

だ

ん

（
起
承
転
結
）
正
に

自
ず
か
ら
同
じ
か
ら
ず
」
と
。 

そ
の
大
家
の
蘇
軾
が
陶
淵
明
の
詩
を
評
し
た
有
名
な
言
葉
が
あ
る
。 

「
吾
れ
詩
人
に
於
い
て
甚
だ
好
む
と
こ
ろ
な
し
、
独
り
淵
明
の
詩
を
好
む
。
淵
明
、
詩
を
作
る
こ
と

多
か
ら
ず
、
し
か
れ
ど
も
そ
の
詩
は
質
に
し
て
実
は
綺き

、
痩
せ
て
い
て
実
は

じ

つ

は

腴 こ

ゆ
。
曹
（
植
）
、
劉

（
楨
）
、
鮑
（
照
）
、
謝
（
朓

ち
ょ
う

）
、
李
（
白
）
、
杜
（
甫
）
の
諸
人
、
み
な
及
ば
ざ
る
な
り
」 

淵
明
の
詩
は
一
見
地
味
の
よ
う
で
い
て
実
は
華
麗

は

で

、
痩
せ
て
い
る
よ
う
で
実
は
脂

あ
ぶ
ら

ぎ
っ
て
い
る
、

と
い
う
の
だ
。
そ
し
て
李
白
、
杜
甫
以
上
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。「
中
国
詩
史
吉
川
幸
次
郎
ち
く
ま
学
芸
文
庫
」 

そ
の
陶
淵
明
の
詩
を
一
種
示
す
。 

「
飲
酒
」  

 
 

（
飲
酒
）
陶
淵
明 

結
廬
在
人
境 

而
無
車
馬
喧 

盧
い
お
り

を
結
ん
で
人
境
に
在
り 

而 し
か

も
車
馬
の

喧
か
ま
び
す

し
き
無
し 

問
君
何
能
爾 

心
遠
地
自
偏 

 

君
に
問
う
何
ぞ
能よ

く
爾

し
か

る
や
と 

心
遠
け
れ
ば
地ち

自
か
ら
偏
な
り 

采
菊
東
籬
下 

悠
然
見
南
山 

菊
を
東
籬
の
下
に
采 と

り 

悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る 

山
気
日
夕
佳 

飛
鳥
相
與
還 

山
気
日
夕
に
佳 よ

く 

飛
鳥
相

あ

い

与
と

も

に
還
る 

此
中
有
真
意 

欲
辨
已
忘
言 

此
の
中
に
真
意
有
り 

弁
ぜ
ん
と
欲
す
れ
ば
已

す
で

に
言
を
忘
る 

 

ほ
か
に
も
、
清
の
沈
徳
潜
は
、
唐
の
五
言
絶
句
の
名
手
三
人
を
挙
げ
、
王
維
の
自
然
、
李
白
の
高
妙
、

韋
応
物

い

お

う

ぶ

つ

の
古
淡
、
と
評
し
て
い
る
。 
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十
六 

中
国
の
王
朝
と
詩
人
た
ち 

 

唐
の
三
百
年
は
漢
詩
の
最
盛
期
で
、
唐
詩
は
中
国
文
化
の
華
と
呼
ば
れ
る
。
中
国
の
詩
を
日
本
人

は
漢
詩
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る
。
漢
詩
、
漢
文
と
い
う
言
い
方
は
日
本
独
特
の
表
現
で
す
。
漢
は

唐
の
八
百
年
前
の
王
朝
で
あ
る
。
漢
詩
と
言
う
と
中
国
で
は
漢
代
の
詩
と
思
わ
れ
る
ら
し
い
。
唐
詩
と

区
別
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。 

中
国
の
詩
は
お
よ
そ
三
千
二
百
年
前
の
昔
に
詠
い
始
め
ら
れ
、
ず
っ
と
遅
れ
て
日
本
の
万
葉
集
や

源
氏
物
語
を
始
め
文
学
、
絵
画
、
書
道
、
詩
吟
な
ど
、
多
く
の
精
神
文
化
に
影
響
を
あ
た
え
て
き
た
。

北
方
の
詩
経
（
中
国
最
古
の
詩
集
）
、
南
方
の
楚
辞
（
屈
原
と
そ
の
弟
子
の
詩
集
）
か
ら
唐
に
な
っ

て
、
定
ま
っ
た
詩
の
形
式
と
き
ま
り
が
で
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
次
頁
に
、
中
国
の
歴
代
王
朝
と

有
名
な
詩
人
の
活
躍
し
た
時
代
を
示
す
。
長
命
な
詩
人
は
賀
知
章
（
八
五
）
、
白
居
易
（
七
四
）
、
陸

游
（
八
四
）
な
ど
で
数
少
な
い
。 

◆
唐
代
詩
人
の
出
身
地 

唐
代
の
代
表
的
な
詩
人
の
戸
籍
を
み
る
と
、
圧
倒
的
に
北
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
北
人
、
南

人
と
い
う
の
は
、
南
北
朝
期
の
版
図
を
基
準
に
分
け
た
呼
び
名
で
あ
る
。 

李
白
は
西
域
で
生
ま
れ
、
五
歳
で
四
川
に
移
っ
た
が
祖
先
は
隴
西
（
甘
粛
省
）
の
人
で
、
と
う
ぜ
ん

北
人
で
あ
る
。
杜
甫
は
襄
陽
出
身
で
北
朝
の
版
図
に
は
い
る
。
孟
浩
然
も
襄
陽
出
身
で
あ
っ
た
。
王

維
、
王
昌
齢
、
柳
宗
元
は
山
西
、
白
居
易
と
杜
牧
は
陝
西
、
劉
禹
錫
、
韓
愈
、
賈か

島と
う

は
河
北
で
あ
る
。

河
南
は
杜
甫
の
ほ
か
に
、
李
賀
、
元
稹
、
李
商
隠
た
ち
が
い
る
。 

唐
詩
選
に
作
品
を
収
録
さ
れ
た
詩
人
は
百
二
十
八
人
に
の
ぼ
り
、
南
人
は
僅

わ
ず
か

に
二
十
数
人
に
す
ぎ

な
い
。
そ
の
中
で
や
や
名
の
知
ら
れ
た
人
は
、
江
蘇
の
陸
亀
蒙
、
浙
江
の
駱ら

く

賓ひ
ん

王お
う

、
賀
知
章
、
広
東
の

張
九
齢
て
い
ど
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
唐
王
朝
そ
の
も
の
が
、
隨
に
つ
づ
い
て
北
朝
系
の
政
権
で
あ

っ
た
の
だ
。 

宋
代
に
な
る
と
代
表
的
詩
人
の
分
布
は
逆
転
し
て
し
ま
う
。
蘇
軾
兄
弟
は
四
川
で
あ
る
が
、
梅
堯

臣
、
欧
陽
脩
、
王
安
石
、
黄
庭
堅
、
陸
游
、
朱
熹
な
ど
、
こ
と
ご
と
く
南
人
で
あ
る
。
淮

わ

い

河 が

以
北
の
文

人
と
い
え
ば
司
馬
光
く
ら
い
で
あ
る
。 

よ
く
言
わ
れ
る
が
、
唐
詩
は
骨
格
の
が
っ
ち
り
し
た
、
豪
放
、
雄
渾
、
主
情
的
と
い
う
特
徴
を
つ

の
に
対
し
て
宋
詩
は
繊
細
、
緻
密
、
主
知
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
時
代
の
精
神
に
よ
る
差
も
あ
る
が
、

出
身
地
の
差
も
あ
っ
た
と
お
も
う
。
唐
詩
は
北
人
的
で
あ
り
、
宋
詩
は
南
人
的
と
も
い
え
る
の
だ
。 

 
 

 
 

 

「
唐
詩
新
選
陳
舜
臣
新
潮
文
庫
」 

吉
川
幸
次
郎
は
唐
詩
は
酒
、
宋
詩
は
茶
、
と
言
い
表
し
て
い
る
。 
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 十
七 

官
職
と
九
品 

 
官
品
を
持
つ
も
の
が
職
事
官
に
つ
く
こ
と
が
で
き
る
。
官
吏
の
等
級
を
九
等
に
分
け
、
さ
ら
に
一

品
か
ら
三
品
は
正
・
従
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
四
品
以
下
に
は
正
・
従
・
上
・
下
の
四
階
級
か
ら
な

る
。
つ
ま
り
一
品
か
ら
九
品
ま
で
三
十
階
級
か
ら
な
る
。
こ
の
他
、
実
務
と
関
係
の
な
い
栄
典
的
な

も
の
と
し
て
、
爵
（
王
・
郡
王
・
国
公
・
郡
公
・
県
公
・
県
侯
・
県
伯
・
県
子
・
県
男
）
、
お
よ
び
勲

官
（
上
柱
国
・
柱
国
・
上
護
軍
・
・
・
武
騎
尉
）
が
あ
る
。
（
日
本
は
品
と
い
わ
ず
「
位
」
を
用
い
て

取
り
入
れ
て
い
る
。
正
一
位
と
か
従
三
位
な
ど
の
等
級
で
あ
る
） 

科
挙
が
実
施
さ
れ
る
前
の
漢
の
時
代
に
は
九
品
官
人
法
の
制
度
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
地
方
の
郡
や

州
に
中
正
官
と
い
う
役
人
を
置
き
、
人
物
の
才
徳
を
調
査
し
て
そ
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
朝
廷
が
官
位

を
与
え
る
の
で
貴
族
や
有
力
者
ば
か
り
が
任
命
さ
れ
て
い
た
。
（
し
か
し
隨
の
時
代
に
科
挙
の
制
度

が
確
立
し
た
）
中
央
官
庁
の
文
官
の
職
場
は
、
三
司
・
三
公
・
六
省
・
九
寺
・
一
台
・
五
監
が
あ
る
。

三
司
・
三
公
は
正
一
品
で
、
品
は
高
い
が
漢
の
時
代
の
な
ご
り
で
実
務
も
官
庁
も
な
く
、
常
設
で
は

な
く
名
誉
職
で
あ
る
。 

六
省
は
政
治
の
中
枢
で
あ
る
中
書
・
門
下
・
尚
書
の
三
省
と
宮
内
官
の
秘
書
・
殿
中
・
内
侍
の
三
省
か

ら
な
る
。 

「
三
省
」 

 
 

「
業
務
」 

 
  

 

「
長
官
」 

 

「
次
官
」 

中
書
省
（
右
省
） 

詔
勅
の
立
案
、
皇
帝
の
秘
書 

中
書
令
（
正
二
品
） 

侍
郎

じ

ろ

う

（
正
四
品
） 

門
下
省
（
左
省
） 

詔
勅
政
令
の
審
議  

 

侍
中

じ
ち
ゅ
う

（
正
三
品
） 

 

侍
郎
（
正
四
品
） 

尚
書
省 

 

政
令
の
実
施 

 
 

尚
書
令
（
正
二
品
） 

僕ぼ
く

射や

（
従
二
品
） 

 

尚
書
六
部

り

く

ぶ 
 

 
 

 
  

 

尚
書
（
正
三
品
） 

侍
郎
（
正
四
品
次
官
） 

郎
中
（
従
五
品 

司
の
長
官
） 

兵
部
尚
書 

 

国
防
・
治
安 

右
僕
射
（
従
二
品
） 

刑
部
尚
書 

 

法
務 

工
部
尚
書 

 

建
設
・
営
繕 

 

吏
部
尚
書 

 

官
吏
人
事 

左
僕
射
（
従
二
品
） 

戸
部
尚
書 

 

経
済
・
財
務 

礼
部
尚
書 

 

教
育
・
儀
礼 
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六
部

り

く

ぶ

の
長
官
は
尚
書
と
い
い
大
臣
級
で
あ
る
。
六
部
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
四
司
、
合
計
二
十
四
司
が
あ

り
、
そ
の
長
官
を
郎
中

ろ
う
ち
ゅ
う

（
従
五
品
上
）
と
い
う
。
左
僕
射
は
日
本
で
は
左
大
臣
の
唐
名
で
あ
る
。 

 

「
省
」 

 
 

 

「
業
務
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
長
官
」 

 
 

 
 

「
次
官
」 

秘
書
省 

 
 

 
蔵
書
・
暦
・
祭
文 

 
 

 
 

 
 

 

監 
 

（
正
三
品
）  

 
 
 

少
監
（
従
四
品
） 

殿
中
省 

 
 

 

宮
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

監 
 

（
従
三
品
） 

 
 
  

 

少
監
（
従
四
品
） 

内
侍
省 

 
 

 

後
宮 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内
侍
（
正
四
品
） 

 
 

 

内
常
侍
（
正
五
品
） 

 

御
史
台 

 
 

 

官
吏
の
監
察 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

太
夫
（
従
三
品
） 

  
 
 

中
丞
（
正
五
品
） 

九
寺 

 
 

 
 

六
部
尚
書
の
下
で
実
務 

 
 

 
 

 

卿
（
正
三
品
・
従
三
品
） 

少
卿
（
従
四
品
） 

五
監 

 
 

 
 

（
国
子
・
少
府
・
軍
器
・
将
作
・
都
水
） 

 

国
子
監
祭
酒
（
従
三
品
） 

司
業
（
従
四
品
） 

 

御
史

ぎ

ょ

し

台だ
い

は
検
察
（
日
本
は
弾
正
台
）
で
あ
る
。
長
官
を
大
夫

た

い

ふ

、
次
官
を
中
丞
、
そ
の
下
に
侍じ

御
史

ぎ

ょ

し

（
従
六
品
下
）
、
殿
中
侍
御
史
（
従
七
品
上
）
、
監
察
御
史
（
正
八
品
で
地
方
の
監
察
）
が
あ
っ
た
。 

九
寺
は
長
官
を
卿

け

い

（
太
常
寺
の
み
正
三
品
、
ほ
か
は
従
三
品
）
、
次
官
を
少

し
ょ
う

卿
け

い

と
い
う
。
（
九
寺

は
貴
族
の
た
め
の
伝
統
的
官
庁
で
廃
止
の
断
行
が
で
き
ず
、
屋
上
屋
を
重
ね
る
組
織
と
な
っ
て
い
た
。

仏
教
の
寺
院
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
隋
唐
以
前
は
六
部
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
が
、
隋
唐
以
後
は

六
部
の
下
で
細
務
の
執
行
機
関
と
な
っ
た
） 

◆
地
方
行
政
は
、 

府
（
京
兆
・
河
南
・
太
原
の
三
府
や
占
領
地
行
政
に
は
都
護
府
が
あ
っ
た
）
、 

州
（
三
百
余
） 

県
（
千
五
百
余
） 

そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
の
官
が
あ
り
、
州
の
長
官
は
刺
史

し

し

ま
た
は
牧

ぼ

く

と
い
う
。
（
上
州
は
従
三
品
、
中
州

は
正
四
品
上
、
下
州
は
正
四
品
下
、
州
を
都
と
呼
ぶ
と
き
は
長
官
を
太
守
と
い
う
）
刺
史
の
馬
車
は

五
頭
立
て
と
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
五
馬
は
刺
史
を
意
味
す
る
。
六
頭
立
て
は
天
子
で
あ
る
。 

州
の
下
の
県
の
長
官
は
令
（
正
五
品
上
か
ら
従
七
品
上
ま
で
あ
る
）
と
い
う
。 

武
官
は
中
央
に
十
六
衛
（
他
に
左
・
右
羽
林
軍
）
、
地
方
に
折
衝
府
（
約
六
百
）
の
官
が
あ
っ
た
。 

◆
九
品
以
上
の
官
人
に
な
る
と
、
税
金
が
免
除
さ
れ
、
五
品
以
上
は
同
居
親
族
の
税
金
免
除
と
官
人

永
業
田
の
給
付
、
蔭
（
子
・
孫
・
に
官
人
に
な
る
資
格
が
与
え
ら
れ
る
）
な
ど
の
特
権
が
あ
っ
た
。 

朝
廷
に
着
る
服
の
色
は
、
階
級
で
区
別
さ
れ
て
い
た
。 

三
品
以
上
は
紫
、
四
・
五
品
は
緋
ま
た
は
朱
、
六
・
七
品
は
綠
、
八
・
九
品
は
青
ま
た
は
碧
と
決
め
ら

れ
て
い
た
。
黄
色
の
服
は
宦
官
、
道
教
僧
な
ど
が
着
た
。
ま
た
天
子
の
象
徴
で
あ
る
袍

マ
ン
ト

は
黄
色
で
あ

る
。 
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◆
先
に
述
べ
た
三
省
は
政
治
の
中
心
で
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
見
て
み
よ
う
。 

尚
書
省
は
門
下
省
の
出
す
政
令
の
実
行
機
関
で
あ
る
。 

長
官
は
尚
書
令
。
次
官
は
左
・
右
僕

ぼ

く

射 や

の
二
人
で
六
部
を
分
担
し
た
。 

門
下
省
は
中
書
省
の
決
定
し
た
政
策
を
こ
こ
で
審
議
す
る
役
で
あ
る
。
（
左
は
門
下
省
、
右
は
中
書

省
の
こ
と
） 

門
下
省
は
貴
族
の
牙
城
で
あ
っ
た
。
長
官
は
侍
中
と
い
い
、
貴
族
出
身
者
が
任
ぜ
ら
れ
た
。 

侍
中

じ

ち

ゅ

う

の
下
に
諫
議

か

ん

ぎ

大
夫
が
あ
り
、
こ
れ
が
則
ち
諫
官
で
あ
っ
て
、
の
ち
さ
ら
に
拾
遺

し

ゅ

う

い

、
補
闕

ほ

け

つ

の
官
を

増
や
し
た
。 

こ
の
ほ
か
に
門
下
省
に
は
給
事
中
が
あ
り
、
天
子
の
詔
勅
を
中
書
で
作
成
し
て
も
こ
れ
を
拒
否
す

る
権
が
あ
っ
た
。
一
言
で
い
う
と
、
門
下
省
は
天
下
の
世
論
を
代
表
す
る
機
関
で
あ
る
。
そ
の
判
断

の
よ
り
ど
こ
ろ
は
儒
教
の
精
神
に
他
な
ら
な
い
。
古
今
変
わ
る
こ
と
の
な
い
中
国
的
正
義
を
主
張
す

る
機
能
を
も
っ
て
い
た
。 

漢
の
は
じ
め
ま
で
は
皇
帝
の
秘
書
官
の
業
務
を
貴
族
の
三
公
が
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
後
漢
の
光

武
帝
の
こ
ろ
か
ら
三
省
六
部
が
立
案
と
執
行
を
総
括
す
る
形
に
な
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
天
子
と
い

え
ど
も
、
手
続
き
を
経
な
け
れ
ば
主
権
を
行
使
で
き
な
い
。
同
時
に
天
子
は
そ
の
責
任
を
官
僚
と
分

か
ち
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
唐
王
朝
の
命
脈
を
長
く
保
た
し
め
た
一
つ
の
原
因
で
あ
る
。 

ま
た
最
高
政
策
の
決
定
は
三
省
の
宰
相
の
合
議
で
な
さ
れ
た
。
宰
相
は
、
三
省
の
長
官
の
こ
と
で

あ
る
が
、
尚
書
令
は
最
初
、
太
宗
（
李
世
民
）
が
皇
太
子
時
代
に
こ
の
位
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
は

尚
書
令
を
任
命
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
書
令
と
門
下
省
の
長
官
で
あ
る
門
下
侍

中
（
各
二
員
）
が
正
宰
相
で
あ
る
。
尚
書
省
の
令
は
任
ぜ
ら
れ
ず
、
次
官
二
人
が
統
轄
し
た
。
つ
ま
り

左
・
右
僕

ぼ

く

射 や

（
ま
た
は
丞
相

じ
ょ
う
そ
う

と
も
い
う
）
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
正
宰
相
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
時
期

と
加
わ
ら
な
い
時
期
が
あ
る
。
こ
の
宰
相
会
議
を
政
治
堂
と
か
中
書
門
下
と
い
う
。 

三
省
の
ほ
か
に
、
秘
書
省
、
殿
中
省
、
内
侍
省
（
禁
中
・
後
宮
を
司
る
、
宦
官
に
よ
っ
て
運
営
）
が

あ
っ
た
。
な
お
、
時
代
に
伴
う
律
令
官
制
の
臨
時
的
な
補
正
は
、
「
使
」
の
職
を
設
置
し
て
行
わ
れ

た
。
節
度
使
、
採
訪
使
（
地
方
官
吏
の
監
察
）
、
転
運
使
（
地
方
か
ら
財
賦
を
京
に
運
ぶ
）
、
塩
鉄
使

（
塩
・
金
属
の
採
鉱
）
、
度
支

た

く

し

使
（
会
計
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
皇
帝
の
直
属
機
関
と
し
て

宮
廷
内
部
に
お
か
れ
た
の
で
、
尚
書
省
の
仕
事
と
重
複
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
宦
官
が
入
り

込
む
こ
と
に
も
な
っ
た
。 

◆
宰
相
と
は
、
天
子
の
補
佐
、
官
僚
の
統
率
を
す
る
最
高
位
の
官
で
あ
る
が
、
時
代
に
よ
っ
て
名
が

異
な
る
。
宰
相
の
よ
び
名
は
唐
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
以
前
は
丞
相
と
呼
ん
で
い
た
。
つ
ま
り
秦
で
は

丞
相
と
言
い
、
前
漢
で
も
丞
相
（
大
司
徒
）
で
あ
っ
た
。
後
漢
で
は
尚
書
令
（
司
徒
）
の
こ
と
、
唐
で

は
中
書
令
・
侍
中
・
僕

ぼ

く

射 や

を
宰
相
と
よ
ん
だ
。
宋
で
は
同
中
書
門
下
平
章
事
、
明
で
は
内
閣
大
学
士
、

清
で
は
大
学
士
の
こ
と
で
あ
る
。 
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◆
員
外
郎
と
は
（
従
六
品
上
）
、
例
外
的
に
皇
帝
に
直
接
任
命
さ
れ
る
勅
授
官

ち
ょ
く
じ
ゅ
か
ん

で
、
定
員
外
に
設
け

た
官
。
皇
帝
出
御
の
朝
礼
に
常
に
参
加
が
許
さ
れ
る
常
参
官
と
し
て
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
に
あ
る
。
官

庁
に
一
名
づ
つ
の
枠
が
あ
っ
た
。
こ
の
官
か
ら
地
方
に
転
出
時
に
は
刺
史
（
州
の
長
官
・
正
四
品
）

と
な
る
ほ
ど
の
ポ
ス
ト
で
あ
る
。
令
外
の
官
で
あ
る
地
方
の
節
度
使
や
そ
の
属
官
は
、
朝
廷
の
正
式

官
制
に
位
置
付
け
さ
れ
て
お
ら
ず
、
官
品
が
無
い
。
そ
こ
で
、
中
央
官
の
何
ら
か
の
肩
書
が
与
え
ら

れ
た
。 

◆
秘
書
監
（
三
品
）
と
は
文
書
や
図
書
を
管
理
し
、
祭
文
、
墓
誌
な
ど
の
起
草
、
暦
を
作
成
す
る
役

所
の
長
官
の
こ
と
で
あ
る
。
賀
知
章
（
詩
人
・
書
家
）
の
辞
任
し
た
何
年
か
後
に
、
阿
倍
仲
麻
呂
や

藤
原
清
河
が
就
任
し
た
。 

◆
官
僚
の
俸
給
の
一
部
は
金
銭
で
受
け
取
る
が
、
玄
宗
の
晩
年
の
こ
ろ
、
一
品
官
は
毎
月
二
十
四
貫

文
（
貫
は
千
文
）
、
九
品
官
は
千
九
百
文
で
あ
っ
た
（
一
品
の
十
三
分
の
一
）
。
米
価
は
一
升
二
文
と

い
う
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
、
品
官
は
幸
せ
な
生
活
が
で
き
た
と
い
う
。
韓
愈
は
任
官
で
き
な
か
っ
た

時
、
何
年
間
は
地
方
節
度
使
の
属
官
と
な
っ
て
い
た
。
給
料
は
節
度
使
の
財
布
か
ら
私
的
に
支
払
わ

れ
て
い
た
の
で
、
生
活
は
楽
で
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 
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十
八 

詩
人
と
官
品 

 

隋
の
時
代
か
ら
科
挙
が
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
目
的
は
政
界
に
根
を
張
っ
た
貴
族
の
権
力
を
下

げ
て
、
皇
帝
の
権
力
が
最
上
最
高
な
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
の
六
朝
分
裂
時
代
か

ら
皇
帝
と
い
え
ど
も
貴
族
を
抑
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
つ
ぎ
の
唐
は
こ
れ
を
受
け
つ
ぎ
、
科
挙

を
も
っ
て
社
会
層
か
ら
官
僚
を
採
用
す
る
た
め
の
道
を
広
げ
て
い
っ
た
。 

玄
宗
の
治
世
に
は
、
宰
相
に
な
っ
た
も
の
三
十
一
人
の
う
ち
、
進
士
は
十
一
人
で
約
三
分
に
一
を

占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
つ
ぎ
の
憲
宗
の
と
き
は
、
宰
相
二
十
五
人
の
う
ち
進
士
が
十
五
人
、

半
分
以
上
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
貴
族
、
大
臣
、
大
将
、
高
官
ら
の
子
供
は
父
の
威
光
に
よ
っ
て
官

に
つ
く
権
利
は
ま
だ
持
っ
て
い
た
。
貴
族
の
つ
て

〇

〇

で
あ
る
。
皇
帝
と
し
て
は
科
挙
の
官
僚
が
増
え
る

傾
向
こ
そ
、
望
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
貴
族
政
治
を
改
め
る
た
め
官
僚
制
度
と
い
う
大
き
な
網
を
め

ぐ
ら
し
、
そ
こ
に
平
民
の
官
僚
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
襲
貴
族
の
権
利
や
つ
て

〇

〇

を
皇
帝
が
制

御
し
て
皇
帝
権
力
を
高
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
科
挙
出
身
の
役
人
は
詩
の
才
能
と
儒
学
の
思
想
を

も
ち
併
せ
て
い
た
。
詩
の
力
が
出
世
と
関
係
は
な
い
と
思
う
が
、
詩
人
の
官
職
を
「
唐
代
百
官
表
」

に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
次
表
の
よ
う
に
な
る
。 

李
白
や
杜
甫
は
偉
く
は
な
ら
な
か
っ
た
。
高
官
に
な
っ
た
の
は
元
稹
、
韓
愈
、
白
居
易
、
蘇
軾
、
王

安
石
で
あ
る
。 

 

【
次
表
は
本
人
の
最
高
位
の
職
位
で
あ
り
、
退
職
直
前
に
与
え
ら
れ
る
肩
書
も
含
む
。
白
居
易
は
刑

部
侍
郎
（
正
四
品
法
務
次
官
）
の
と
き
、
政
争
に
嫌
気
が
さ
し
て
、
自
ら
希
望
し
て
閑
職
の
太
子
少
傅

し

ょ

う

ふ

と
な
り
、
洛
陽
の
皇
太
子
付
の
役
の
と
き
、
退
職
を
希
望
し
て
、
七
一
歳
で
刑
部
尚
書
（
法
務
大
臣

正
三
品
）
の
肩
書
を
与
え
ら
れ
退
職
し
た
。
退
職
後
の
年
金
は
俸
給
の
半
分
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の

ほ
か
、
降
格
・
左
遷
が
あ
る
か
ら
最
後
ま
で
こ
の
地
位
に
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
退
官
し
た

人
や
死
ん
だ
人
は
、
在
職
中
の
最
高
位
で
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
】 
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  六朝～初唐 盛唐・中唐 晩唐 宋～清 

一品 曹植（陳王）庾信（開府儀同三司）   李煜（南唐最後の皇帝） 

二品 江総（尚書令）沈約（梁・尚書令） 

陸士衡（大都督） 

李紳（右僕射）張九齢（中書令） 

張敬忠（節度使）厳武（節度使） 

高駢（節度使）令孤楚（節度使） 

 

王安石（左僕射=宰相）司馬光（左僕射） 

耶律楚材（中書令）趙孟頫（翰林学士承旨） 

三品 魏徴（侍中）李嶠（中書門下） 

郭震（吏部尚書） 

顔延年（秘書監） 

謝霊運（秘書監・侍中） 

王粲（侍中）顔師古（秘書監） 

阮籍（散騎常侍=長官） 

虞世南（秘書監） 

阿倍仲麻呂（秘書監）元稹（平章事） 

賀知章（秘書監）張説（中書令） 

戴叔倫（経略史）高適（刑部侍郎） 

白居易（刑部尚書）李益（礼部尚書） 

劉禹錫（太子賓客）賈至（右散騎常侍） 

蘇頲（礼部尚書）賈曾（礼部侍郎） 

武元衡（宰相）顔真卿（吏部尚書） 

韓愈（国子祭酒=国立大学総長） 

薛逢（秘書監） 

韋荘（後蜀・宰相） 

蘇軾（礼部尚書）王陽明（兵部尚書） 

蘇轍（大中太夫） 

馬祖常（礼部尚書） 

王士禎（刑部尚書） 

 

呉偉業（国子祭酒） 

晏殊（同中書門下平章事=宰相） 

四品 丘爲（太子右庶子） 

謝眺（尚書吏部郎・太守） 

陸凱（左丞相） 

王維（尚書右丞）韋応物（刺史） 

劉長卿（刺史）張謂（礼部侍郎） 

岑参（刺史）戴叔倫（経略史） 

柳宗元（刺史）沈佺期（太子少詹事） 

裴迪（刺史） 

韓偓（兵部侍郎）雍陶（刺史） 

張籍（国子司業＝大学副総長） 

許渾（刺史）杜牧（中書舎人・刺史） 

秦韜王（工部侍郎） 

姚合（秘書少監） 

文天祥（右丞相）范成大（参知政事） 

欧陽修（参知政事=副宰相） 

銭謙益（礼部右侍郎） 

高啓（戸部右侍郎）陳与義（参知政事） 

陸游（通判=副知事、軍器少監） 

五品 嵆康（中散太夫）王籍（中散太夫） 

沈佺期（中書舎人） 

孟嘉（長史）宋之問（修文館学士） 

司空曙（郎中）楊巨源（礼部郎中） 

顧況（著作郎）韓翃（中書舎人） 

李白（翰林供奉）銭起（翰林学士） 

李商隠（工部郎中）張継（検校祠部郎中）

王建（司馬） 

鄭谷（郎中）羅隠（司勲郎中） 

陳子龍（給事中）梅堯臣（国士博士） 

楊万里（州知事・丞） 

曾鞏（中書舎人）顧炎武（郎中） 

六品 陶淵明（県令）駱賓王（侍御史） 

杜審言（著作佐郎）何遜（郎） 

謝玄暉（吏部郎） 

杜甫（工部員外郎）王翰（駕部員外郎） 

廬僎（吏部員外郎）崔顥（太僕寺丞） 

王建（司馬）廬綸（県令） 

温庭筠（国子助教） 

袁枚（知県） 

薩都喇（侍御史）袁宏道（知県） 

 

七品 鮑照（参軍）皇甫冉（右補闕）  皮日休（太常博士＝宮廷の儀礼係） 元好問（尚書左司都事） 

八品 謝恵連（参軍）陳子昂（右拾遺） 賈島（倉参軍）王昌齢（参軍） 

張子容（尉）耿湋（左拾遺） 

 黄庭堅（国史編纂官）龔自珍（礼部主事） 

九品 王勃（参軍） 李賀（奉礼郎）王灣（尉）孟郊（尉） 

常建（尉）王之渙（主簿） 

曹松（校書郎） 李夢陽（戸部主事） 
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◆
日
本
で
は
、
隋
の
律
令
制
度
（
律
は
主
に
刑
法
令
は
行
政
に
か
か
わ
る
法
）
を
学
ん
で
き
た
。
さ
ら
に

隋
の
よ
う
に
仏
教
に
よ
っ
て
国
を
治
め
よ
う
と
寺
院
を
建
て
る
こ
と
を
進
め
た
。
六
〇
〇
年
の
第
一
回

遣
隋
使
が
隋
の
文
帝
に
朝
貢
し
た
と
き
に
、
日
本
国
（
倭
国
）
に
は
ま
だ
官
人
の
位
階
が
整
っ
て
い
な

い
と
指
摘
さ
れ
て
、
国
家
と
し
て
の
地
位
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
失
敗
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

六
〇
三
年
、
聖
徳
太
子
、
蘇
我
馬
子
ら
に
よ
っ
て
冠
位
十
二
階
を
制
定
し
た
。
冠
名
は
儒
教
の
徳
目
を

参
考
に
し
て
徳
・
仁
・
礼
・
信
・
義
・
智
の
各
々
に
大
小
を
つ
け
た
。
各
冠
の
衣
の
色
は
紫
青
赤
黄
白

黒
の
六
色
を
各
々
濃
淡
で
区
別
し
て
十
二
階
と
し
、
高
官
の
衣
服
は
中
国
風
の
ス
カ
ー
ト
に
し
た
。
聖

徳
太
子
は
蘇
我
馬
子
の
娘
婿
で
あ
り
、
推
古
天
皇
を
叔
母
と
す
る
。
第
二
回
の
遣
隋
使
は
六
〇
七
年
、

小
野
妹
子
が
二
代
皇
帝
の
煬
帝
に
朝
貢
し
て
、
こ
の
時
か
ら
国
と
し
て
認
め
ら
れ
翌
年
、
隋
か
ら
日
本

に
使
節
が
来
た
の
で
あ
る
。 

◆
官
位
に
関
す
る
話
を
一
つ
。 

岳
父
と
い
う
と
、
妻
の
父
の
こ
と
で
あ
る
。 

唐
の
玄
宗
皇
帝
が
泰

た

い

岳
が

く

（
泰
山

た

い

ざ

ん

と
も
い
う
）
で
封
禅
（
天
子
が
天
地
を
祀
る
大
典
）
を
す
る
と
き
、
そ

の
儀
式
一
切
を
取
り
仕
切
る
責
任
者
で
あ
る
封
禅
使
に
中
書
令
（
上
位
の
宰
相
）
の
張
説

ち
ょ
う
え
つ

を
任
命
し
た
。 

こ
の
張
説
に
九
品
官
の
娘
婿
が
あ
っ
た
。
九
品
は
最
下
位
の
品
官
で
あ
る
。 

張
説
が
封
禅
使
に
な
る
と
娘
婿
は
一
挙
に
五
品
官
に
昇
進
し
た
。 

玄
宗
が
怪
し
ん
で
臣
下
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
泰
岳
の
お
か
げ
で
す
と
答
え
た
。 

つ
ま
り
岳
父
と
は
、
婿
の
異
例
の
昇
進
を
認
め
さ
せ
る
ほ
ど
の
「
実
力
あ
る
偉
大
な
」
妻
の
父
と
い
う

意
で
あ
る
。 

十
九 

後
宮
に
も
官
位
が
あ
っ
た 

 

皇
帝
は
皇
后
を
一
人
も
つ
が
、
後
宮
に
は
大
勢
の
宮
女
が
い
て
独
り
占
め
で
き
た
。
後
宮
の
女
性
に
は

序
列
と
官
位
が
あ
っ
た
。
左
に
周
代
に
始
ま
り
、
の
ち
の
王
朝
も
こ
れ
に
な
ら
っ
た
后
妃

こ

う

ひ

制
度
を
示
す
。 

 

・
一
皇
后 

 

・
四
夫
人 

 
 

 

貴
妃
、
淑
妃
、
徳
妃
、
賢
妃 

正
一
品 

（
例
と
し
て
楊
貴
妃
、
蕭
淑
妃
） 

 

・
九

き
ゅ
う

嬪 ひ
ん 

 
 

 
 

昭
儀
、
昭
容
、
昭
媛 

 
 

 

正
二
品 

（
例
と
し
て
趙
昭
儀
・
合
徳
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

修
儀
、
修
容
、
修
媛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

充
儀
、
充
容
、
充
媛 

 
  

 

 

・
二
十
七
世
婦 

 

婕
妤

し

ょ

う

よ 
 

九
人 

  
 

 
  

正
三
品 

（
例
と
し
て
漢
の
班
婕
妤
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

美
人 

 

九
人 

  
 

 
 

 

正
四
品 

（
例
と
し
て
楚
の
虞
美
人
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

才
人 

 

九
人 

 
 

  
 

 

正
五
品 

（
武
照 

則
天
武
后
の
ち
昭
儀
・
皇
后
に
な
る
） 

 

・
八
十
一
御
妻 

 

宝
林 

二
七
人 

 
 

 
  

 

正
六
品 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

女
御 

二
七
人 

 
 

  
 

 

正
七
品 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

綵
女 

二
七
人 

 
 

  
 

 

正
八
品 
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宮
女
の
最
大
の
願
い
は
、
天
子
の
寵
を
得
て
皇
子
を
も
う
け
る
こ
と
で
あ
る
。
夫
人
は
宮
女
の
最
高
位
で

あ
る
が
、
そ
の
上
に
皇
后
が
い
て
本
妻
と
し
て
皇
帝
に
仕
え
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
全
部
の
定
員
は
百
二

十
二
で
あ
る
。
皇
帝
の
寵
愛
の
度
が
高
く
な
る
と
昇
格
し
た
。
皇
帝
が
死
ぬ
と
、
宮
女
は
寺
に
送
ら
れ
る
の

が
常
だ
っ
た
。
ま
た
、
後
宮
に
も
牢
獄
が
あ
り
、
漢
代
に
は
こ
れ
を
永

え

い

巷
こ

う

と
呼
ん
だ
。 

 

漢
代
に
お
け
る
女
官
の
十
四
等

じ

ゅ

う

し

と

う

と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
昭

し
ょ
う

儀 ぎ

・
婕
妤

し

ょ

う

よ

・
義
娥

ぎ

が

・
傛

よ

う

華 か

・
美
人

び

じ

ん

・
八
子

は

ち

し

・

充
依

じ

ゅ

う

い

・
七
子

し

ち

し

・
良
人

り

ょ

う

じ

ん

・
長
使

ち

ょ

う

し

・
少
使

し

ょ

う

し

・
五
官

ご

か

ん

・
順

じ
ゅ
ん

常
じ
ょ
う

・
無
涓

む

け

ん

と
な
っ
て
い
る
。 

「
姫 き

」
も
ま
た
官
名
で
、
単
な
る
お
姫
さ
ま
で
な
く
、
順
位
は
婕
妤

し

ょ

う

よ

と
八
子

は

ち

し

の
間
に
あ
る
ら
し
い
。
し
た
が

っ
て
虞
美
人
の
こ
と
を
虞 ぐ

姫 き

と
も
い
う
。 

唐
代
の
女
官
十
九
等
は
、
貴
妃
・
淑

し
ゅ
く

妃ひ

・
徳
妃
・
賢け

ん

妃ぴ

・
昭
儀
・
昭
容
・
昭
媛

し
ょ
う
え
ん

・
修

し
ゅ
う

儀ぎ

・
修
容
・
修
媛
・

充
じ
ゅ
う

儀ぎ

・
充
容
・
充
媛

じ
ゅ
う
え
ん

・
婕
妤

し

ょ

う

よ

・
美
人
・
才
人
・
宝
林
・
御
女

ぎ

ょ

じ

ょ

・
采
女

さ

い

じ

ょ

と
な
っ
て
い
る
。 

◆
則
天
武
后
は
も
と
も
と
武
照
と
い
う
名
で
、
十
四
歳
で
後
宮
に
入
り
唐
の
太
宗
に
才
人

さ
い
じ
ん

と
し
て
仕
え
、
八

年
目
の
太
宗
の
死
後
は
出
家
さ
せ
ら
れ
て
尼
僧
と
な
っ
て
い
た
。 

皇
太
子
が
二
十
二
歳
で
即
位
し
高
宗
と
な
る
と
、
父
の
後
宮
に
い
た
と
き
か
ら
見
知
っ
て
い
た
武
照
を
宮

中
に
戻
し
昭
儀
と
し
た
。
昭
儀
は
正
二
品
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
高
宗
の
皇
后
王
氏
に
は
子
が
生
ま
れ
な
か
っ

た
の
で
、
高
宗
は
皇
后
の
廃
位
を
望
ん
で
い
ず
れ
武
氏
を
皇
后
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
尚
書
右
僕
射
の

褚
遂

ち
ょ
す
い

良
り
ょ
う

は
、
武
氏
の
皇
后
の
冊
立
に
反
対
を
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
儒
教
的
思
想
で
、
「
先
帝
に
仕
え
た
女

官
を
息
子
が
奪
う
こ
と
は
、
衆
人
天
下
が
知
れ
ば
、
陛
下
の
こ
と
を
何
と
考
え
る
で
し
よ
う
か
」
と
反
抗
し

た
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
の
北
に
左
遷
さ
れ
そ
の
土
地
で
三
年
後
に
死
ん
だ
。 

王
皇
后
は
蕭

し
ょ
う

淑
妃
と
組
ん
で
、
武
氏
の
排
除
を
画
策
し
た
が
、
逆
に
と
も
に
位
を
剥
が
さ
れ
た
。
武
氏
は

男
子
を
生
み
続
い
て
女
子
を
生
ん
だ
の
で
、
昭

し
ょ
う

儀 ぎ

か
ら
つ
い
に
皇
后
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
高
宗
が
卒
中
と

な
り
、
武
皇
后
が
政
務
を
行
っ
た
。
高
宗
が
没
す
る
と
、
傀
儡

か
い
ら
い

皇
帝
の
睿
宗
を
皇
太
子
に
降
格
し
て
自
ら
聖

神
皇
帝
と
称
し
た
。
中
国
歴
代
の
た
だ
一
人
の
女
帝
で
あ
り
、
一
時
唐
を
周
と
い
う
国
名
に
し
た
。 

「
新
十
八
史
略
五
駒
田
他
河
出
文
庫
」 

則
天
武
后
は
い
わ
ゆ
る
権
謀
術
策
を
尽
く
し
て
、
権
力
を
手
に
入
れ
た
恐
る
べ
き
女
性
で
あ
る
が
、
政
治

家
と
し
て
は
大
変
有
能
で
、
男
ま
さ
り
の
決
断
力
が
あ
っ
た
。
摂
政
の
時
期
を
入
れ
る
と
四
十
五
年
間
に
も

及
ぶ
そ
の
治
世
の
間
に
、
唐
の
国
勢
は
い
っ
そ
う
発
展
し
た
。 

科
挙
出
身
の
官
僚
を
積
極
的
に
登
用
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
科
挙
の
試
験
に
、
詩

と
賦
（
句
末
に
韻
を
お
く
散
文
、
対
句
を
駆
使
し
た
美
文
）
と
い
う
二
種
の
韻
文
を
課
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

試
験
は
儒
教
の
経
典
と
政
治
問
題
（
策
と
い
う
）
の
散
文
題
で
あ
っ
た
が
、
新
た
に
詩
と
賦
が
加
わ
っ
て
三

本
立
て
と
な
り
、
こ
の
う
ち
詩
が
最
も
重
ん
じ
ら
れ
た
。
唐
代
も
こ
れ
に
よ
っ
て
詩
が
ま
す
ま
す
発
展
し
、
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 詩
作
が
知
識
人
の
必
須
の
教
養
と
な
る
。
「
漢
文
・
唐
詩
・
宋
詞
・
元
曲
」
と
言
わ
れ
る
通
り
、
唐
代
は
言

語
文
化
が
最
も
発
展
し
た
時
代
で
あ
っ
た
た
め
、
実
に
お
び
た
だ
し
い
詩
が
作
ら
れ
た
。 

「
唐
詩
村
上
哲
見
講
談
社
学
術
文
庫
」 

◆
日
本
に
お
い
て
は
十
代
八
人
の
女
帝
が
い
る
。
数
字
が
二
つ
合
わ
な
い
の
は
、
一
人
で
二
回
即
位
し
て
い

る
人
が
い
る
た
め
で
あ
る
。
天
智
・
天
武
両
天
皇
の
母
皇
極
天
皇
（
三
五
代
）
が
再
び
斉
明
天
皇
（
三
七
代
）

と
な
り
、
弓
削
の
道
鏡
を
寵
愛
し
た
孝
謙
天
皇
（
四
六
代
）
が
再
び
称
徳
天
皇
（
四
八
代
）
と
な
っ
た
た
め

で
あ
る
。
古
く
は
神
話
時
代
の
天
照
大
神
は
伊
弉
諾

い

ざ

な

ぎ

尊
の
娘
で
あ
る 

 

。
天
照
大
神
の
孫
の
瓊
瓊

に

に

杵 ぎ

尊
の

曽
孫

ひ

ま

ご

が
、
第
一
代
の
天
皇
（
神
武
天
皇
）
で
あ
る
。
令
和
の
今
上
天
皇
は
一
二
六
代
で
あ
る
。 

◆
玄
宗
の
開
元
年
間
、
外
征
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
宮
女
が
綿
入
れ
の
服
を
縫
い
、
そ
れ
を
出
征
軍
人
に
賜
う

の
が
し
き
た
り
に
な
っ
て
い
た
。
あ
る
軍
人
が
、
い
た
だ
い
た
恩
賜
の
服
の
な
か
に
、
詩
を
書
い
た
紙
片
を

発
見
し
た
。
そ
れ
は
次
の
詩
で
あ
る 

「
袍
中
詩
」 

 

（
袍
中

ほ
う
ち
ゅ
う

の
詩
） 

沙
場
征
戍
客 

 

沙
場

さ

じ

ょ

う

征
戍

せ

い

じ

ゅ

の
客 

寒
苦
若
為
眠 

 

寒
苦
若い

為か

に
し
て
か
眠
ら
ん 

戦
袍
経
手
作 

 

戦
袍

せ

ん

ほ

う

手
を
経
て
作
る 

 
 

戦
袍
＝
軍
衣 

知
落
阿
誰
辺 

 

知
ん
ぬ
阿 だ

誰 れ

の
辺
に
か
落
つ
る 

蓄
意
多
添
線 

 

意
を
蓄
え
多
く
線

い

と

を
添
え 

含
情
更
著
綿 

 

情
を
含
み
更
に
綿
を
著

ち
ゃ
く

す 

今
生
已
過
也 

 

今
生

こ
ん
じ
ょ
う

已
す

で

に
過
ぎ
た
る
也

な

り 

願
結
後
生
縁 

 

願
わ
く
は
結
ば
ん
後
生

ご

し

ょ

う

の
縁 

こ
の
紙
片
を
発
見
し
た
兵
士
は
そ
れ
を
上
官
に
報
告
し
た
。
上
官
は
朝
廷
に
こ
の
事
を
奏
上
し
玄
宗
皇
帝

は
、
全
宮
廷
に
こ
の
詩
を
示
し
た
と
い
う
。
恋
文
を
恩
賜
の
戦
衣
に
し
の
ば
せ
る
の
は
、
万
死
に
値
す
る
行

為
と
み
ら
れ
た
。
一
人
の
宮
女
が
、
お
そ
れ
な
が
ら
・
・
と
、
自
首
し
て
出
た
。
い
っ
た
ん
宮
廷
に
仕
え
た

女
性
は
皇
居
の
外
に
出
る
こ
と
も
、
そ
と
で
他
の
男
と
あ
う
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。
皇
居
は
宮
女
を
監
禁
し

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
普
通
の
結
婚
は
望
め
な
か
っ
た
。
玄
宗
は
彼
女
の
心
情
を
あ
わ
れ
み
、
そ
の
詩
を
得

た
軍
人
に
、
彼
女
を
妻
と
し
て
与
え
、
「
朕
は
い
ま
お
ま
え
に
今
生
の
縁
を
結
ん
で
や
っ
た
」
と
言
っ
た
と
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 い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

「
唐
詩
新
選
陳
舜
臣
新
潮
文
庫
」 

 ◆
後
宮
の
官
品
を
も
つ
高
位
の
女
性
に
は
、
お
付
き
の
女
官
、
侍
女
、
お
針
子
、
下
働
き
が
お
り
、
後
宮
全

体
の
炊
事
や
用
度
係
を
含
め
る
と
女
性
の
数
は
お
び
た
だ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
玄
宗
の
頃
は
、
長
安
の
三

宮
、
皇
子
十
宅
院
、
皇
孫
百
宅
院
、
東
都
（
洛
陽
）
の
両
院
と
で
、
女
官
の
総
数
は
四
万
人
、
そ
の
世
話
を

す
る
宦
官
は
四
千
余
人
い
た
と
い
う
。
宦
官
は
古
く
は
奄
人

え
ん
じ
ん

と
呼
ば
れ
、
君
主
に
近
侍
す
る
も
の
を
寺
人
と

呼
ん
だ
。 

◆
明
代
、
皇
帝
の
閨
房

け
い
ぼ
う

の
こ
と
を
掌
る
宦
官
の
役
所
を
敬
事
房
と
い
い
、
そ
の
長
を
敬
事
太
監
と
称
し
た
。

つ
ま
り
皇
帝
と
皇
后
の
夜
の
交
わ
り
専
門
の
役
で
あ
る
。
皇
帝
が
皇
后
と
交
わ
っ
た
場
合
は
そ
の
年
月
日
を

記
録
し
て
、
受
胎
の
時
の
証
拠
と
す
る
。
お
目
見
え
以
上
の
妃
嬪

ひ

ひ

ん

だ
け
で
も
百
人
以
上
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

ど
う
し
て
も
、
帝
の
お
気
に
入
り
は
、
自
ず
か
ら
限
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
宦
官
は
妃
嬪

ひ

ひ

ん

の
名
前
を
記
入
し
た

綠
頭
牌
と
い
う
名
札
を
数
十
枚
、
銀
盤
に
載
せ
て
皇
帝
の
夕
食
時
に
料
理
と
共
に
持
参
し
て
捧
げ
て
指
示
を

待
つ
。
帝
に
そ
の
気
が
な
け
れ
ば
「
下
が
れ
」
と
言
う
が
、
気
が
あ
れ
ば
中
の
一
枚
を
取
っ
て
裏
返
し
に
す

る
。
そ
の
場
合
宦
官
の
意
向
が
介
入
す
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
妃
は
体
調
が
よ
ろ
し
か
ら
ず
と
言
え
ば
指
名

を
変
え
る
こ
と
も
あ
る
。 

そ
の
夜
、
妃
嬪
を
帝
の
寝
所
に
送
り
込
む
任
務
が
生
じ
る
。
当
の
妃
嬪

ひ

ひ

ん

に
帝
の
指
名
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
皇
后
に
も
伝
え
る
。
皇
后
の
印
を
捺
し
た
文
書
が
と
ど
く
。
皇
后
の
地
位
を
形
式
的
に
せ

よ
尊
重
す
る
の
で
あ
っ
て
、
皇
后
が
帝
の
意
に
逆
ら
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

指
名
を
受
け
た
妃
嬪
は
女
官
た
ち
に
世
話
を
さ
せ
、
入
浴
と
化
粧
を
す
ま
せ
る
。
担
当
の
宦
官
は
、
妃
嬪

の
兇
器
携
帯
予
防
の
た
め
、
裸
に
し
て
羽
毛
で
つ
く
っ
た
袋
に
包
み
、
背
中
に
負
ぶ
っ
て
、
帝
の
寝
所
に
送

り
込
む
。
袋
か
ら
出
さ
れ
た
妃
嬪
は
用
意
さ
れ
た
寝
衣
に
着
替
え
て
帝
を
待
つ
。
こ
の
あ
と
、
敬
事
太
監
と

担
当
宦
官
は
寝
所
の
外
で
一
定
時
間
を
待
機
し
て
、
決
め
ら
れ
た
時
間
が
過
ぎ
る
と
声
を
出
し
て
叫
ぶ
。
是 し

時
し

ー

侯
ほ

う

了 ら

（
時
間
で
ご
ざ
い
ま
す
）
。
皇
帝
が
応
じ
な
い
と
ま
た
同
じ
こ
と
を
叫
ぶ
。
三
度
繰
り
返
し
て
も
応

じ
な
け
れ
ば
、
中
に
遠
慮
な
く
入
り
込
ん
で
妃
嬪
を
再
び
袋
に
入
れ
て
運
び
出
し
て
し
ま
う
。
も
っ
と
も
皇

后
の
場
合
は
居
た
い
だ
け
居
る
こ
と
が
で
き
た
。
明
代
に
は
じ
ま
っ
た
こ
の
強
制
連
れ
出
し
は
、
天
子
の
健

康
保
持
の
た
め
の
良
い
方
法
と
し
て
清
で
も
行
わ
れ
た
。
そ
れ
を
決
め
た
の
は
康
熙

こ

う

き

帝
で
あ
る
。 

「
宦
官
物
語
寺
尾
善
雄
河
出
書
房
新
社
」 
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 ◆
古
く
は
晋
の
武
帝
（
二
六
五
～
二
九
〇
在
位
）
の
後
宮
に
は
も
と
も
と
た
く
さ
ん
の
宮
女
た
ち
が
い
た

が
、
呉
を
征
服
し
て
そ
の
宮
女
数
千
人
を
納い

れ
る
と
、
も
の
す
ご
い
数
に
な
っ
た
。
武
帝
お
気
に
入
り
の
宮

女
だ
け
で
も
数
百
人
に
上
り
、
ど
の
女
性
の
と
こ
ろ
へ
出
か
け
て
い
い
か
、
天
子
自
身
に
も
見
当
が
つ
か
な

い
。
一
計
を
案
じ
た
天
子
は
羊
に
曳
か
せ
た
車
に
乗
り
、
羊
が
停
ま
っ
た
部
屋
の
宮
人
の
と
こ
ろ
に
泊
ま
る

こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
宮
人
た
ち
は
何
と
か
し
て
羊
の
足
を
向
け
さ
せ
よ
う
と
、
竹
の
葉
を
戸
に
挿
し
、
地

面
に
塩
を
置
い
て
、
羊
車
の
来
る
の
を
待
っ
た
と
い
う
。
「
晋
書
」
の
胡
貴
嬪
伝
に
見
え
る
。 

こ
の
よ
う
に
宮
人
が
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
の
で
、
一
度
で
も
天
子
の
情
を
受
け
た
人
は
ま
だ
幸
せ
な
方
で
、

天
子
の
顔
さ
え
見
た
こ
と
が
な
い
宮
人
が
多
か
っ
た
。
寵
を
受
け
た
女
性
で
も
容
色
が
衰
え
た
と
な
る
と
、

た
ち
ま
ち
見
捨
て
ら
れ
長
く
空
閨
を
か
こ
つ
こ
と
に
な
る
。
唐
代
で
は
こ
う
い
う
宮
女
は
、
別
の
宮
殿
に
移

さ
れ
た
が
、
洛
陽
に
あ
る
上
陽
宮
は
そ
の
一
つ
。
特
別
な
場
合
を
の
ぞ
い
て
、
死
ぬ
ま
で
そ
こ
で
過
ご
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
は
道
教
の
安
国
観
（
寺
の
こ
と
）
で
暮
ら
す
女
道
士
は
大
半
が
、
上
陽
宮
か
ら
退

い
た
宮
女
た
ち
で
あ
っ
た
。 

白
楽
天
の
「
上
陽
白
髪
人
」
に
は
、
そ
の
よ
う
な
宮
人
の
歎
き
が
、
四
十
一
句
で
詠
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
に
「
入
時
十
六
今
六
十
」
の
句
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
女
性
の
苦
悩
を
詠
っ
た
詩
も
多
い
。
後
宮
の
こ
と

を
題
材
に
し
て
い
る
の
で
「
宮
詞
」
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
。 

「
後
宮
詞
」 

 

（
後
宮
の
詞
）
白
楽
天 

雨
露
由
来
一
点
恩 

雨
露
由
来

も
と
も
と

一
点
の
恩 

 
 

雨
露
＝
恩
沢
、
天
子
の
情
け 

争
能
偏
布
及
千
門 

争い
か

で
か
能 よ

く
遍

あ
ま
ね

く
布し

き
て
千
門
に
及
ば
ん  

争
い
か
で
か

＝
ど
う
し
て 

三
千
宮
女
臙
脂
面 

三
千
の
宮
女
臙
脂

え

ん

じ

の
面

お
も
て 

 
 

 

臙
脂
＝
べ
に
お
し
ろ
い 

幾
箇
春
来
無
涙
痕 

幾
箇

い
く
た
り

か
春
来
り
て
涙る

い

痕こ
ん

無
か
ら
ん 

天
子
の
お
情
け
（
雨
露
）
は
す
べ
て
の
女
性
に
分
け
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
春
に
な
れ
ば
三
千
の
宮

女
の
お
し
ろ
い
で
飾
ら
れ
た
顔
に
涙
の
痕
の
な
い
人
は
何
人
い
る
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

◆
ま
た
、
科
挙
の
試
験
に
落
第
し
た
賈か

全
虚

ぜ
ん
き
ょ

が
、
宮
城
の
お
堀
に
面
し
て
坐
っ
て
い
る
と
、
花
を
つ
け
た
木

の
葉
が
流
れ
て
き
た
。
拾
い
上
げ
て
み
る
と
詩
が
書
き
つ
け
て
あ
る
。 

一
入
深
宮
裏 

一
た
び
深
宮
の
裏

う

ち

に
入
り 

無
由
得
見
春 

春
を
見
得 う

る
に
由よ

し

無
し 

題
詩
花
葉
上 

詩
を
花
葉
の
上
に
題し

る

し 

寄
与
接
流
人 

流
れ
に
接ち

か

づ
く
人
に
寄
与
せ
ん 
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全
虚
は
こ
の
詩
を
手
に
し
て
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
女
性
か
と
想
像
し
て
、
そ
の
心
情
を
思
い
や
っ
て

い
る
と
街
吏
に
見
と
が
め
ら
れ
、
事
情
を
聞
か
れ
た
。
全
虚
が
あ
り
の
ま
ま
に
話
す
と
、
街
吏
か
ら
金
吾
（
近

衛
府
の
役
人
）
を
経
て
、
後
日
徳
宗
（
九
代
・
賢
帝
と
さ
れ
る
）
の
耳
に
達
し
た
。
感
動
し
た
皇
帝
は
家
臣

に
命
じ
て
調
べ
さ
せ
て
み
る
と
、
そ
の
宮
女
は
鳳
児

ほ

う

じ

と
い
う
女
性
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
彼
女
は
不
謹

慎
な
行
為
を
犯
し
た
と
恐
れ
た
が
、
徳
宗
は
咎
め
る
ど
こ
ろ
か
、
全
虚
を
召
し
て
、
金
吾
衛
兵
曹
の
官
を
授

け
た
う
え
、
鳳
児
を
そ
の
妻
と
し
て
与
え
た
ほ
か
、
後
宮
で
の
彼
女
の
持
ち
物
全
部
を
車
に
乗
せ
て
新
所
帯

の
費
用
と
し
て
贈
っ
た
。
こ
の
詩
、
全
唐
詩
に
は
「
徳
宗
宮
人
花
葉
に
題
す
る
詩
」
と
し
て
あ
る
。 

「
中
国
の
女
詩
人
た
ち
中
津
濱
渉
朋
友
書
店
」 

◆
後
宮
の
宮
女
は
昔
か
ら
、
物
品
と
同
じ
で
贈
答
用
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
後
宮
を
取
り
し
き
る
皇
后
や

太
后
の
意
志
で
ど
う
に
で
も
扱
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
漢
の
劉
邦
の
皇
后
で
あ
っ
た
呂
后
は
、
劉
邦
の
死
後
、

自
分
の
生
ん
だ
惠
帝
を
立
て
て
、
権
力
を
ふ
る
い
自
分
の
親
族
を
要
職
に
配
し
、
将
軍
や
王
侯
に
し
て
呂
氏

一
族
は
栄
え
た
。
親
族
の
女
性
ま
で
も
侯
と
し
た
。
各
地
の
諸
王
に
お
中
元
と
し
て
、
五
人
ず
つ
の
宮
女
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
北
辺
の
代
王
（
河
北
省
蔚
郡
の
王
）
は
五
人
の
う
ち
の
一
人
を
側
室
と
し
、
四
人
を
部

下
に
与
え
た
。
代
王
の
側
室
と
な
っ
た
の
は
竇と

う

氏
で
あ
っ
た
。
代
王
に
は
む
ろ
ん
正
妻
が
い
て
す
で
に
四
人

の
息
子
が
い
た
。
竇
氏
は
側
室
と
し
て
代
王
の
子
を
三
人
生
ん
だ
。
そ
の
う
ち
に
正
妻
が
死
ん
だ
。
そ
の
た

め
竇
氏
は
正
妻
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
都
で
は
、
呂
氏
一
族
が
、
斎
王
で
あ
る
劉
氏
の
乱
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ

れ
て
、
皇
族
会
議
で
代
王
が
後
継
の
皇
帝
に
指
名
さ
れ
た
。 

代
王
は
母
の
薄
家
は
謹
直
善
良
で
あ
り
、
妻
の
竇と

う

家
は
貧
困
で
無
力
で
あ
り
、
外
戚
の
力
が
弱
か
っ
た
こ

と
が
良
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
皇
帝
に
指
名
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
呂
氏
の
横
暴
を
教
訓
に

し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
代
王
は
文
帝
と
な
り
、
後
宮
か
ら
出
さ
れ
た
竇
氏
は
皇
后
に
な
っ
た
。
こ
の
女

性
の
孫
が
大
帝
と
言
わ
れ
る
武
帝
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

「
小
説
十
八
史
略
陳
舜
臣
講
談
社
文
庫
」 

◆
宮
女
た
ち
の
運
命
と
し
て
、
唐
代
に
お
け
る
宮
女
解
放
の
史
実
が
い
く
つ
か
あ
る
。
主
な
も
の
は
次
の
通

り
。
徳
宗
（
九
代
賢
帝
）
の
と
き
、
八
〇
五
年
三
月
に
、
宮
人
三
百
人
を
解
放
、
安
国
観
（
道
教
）
の
尼
寺
に

移
し
た
。
同
じ
月
、
後
宮
お
よ
び
教
坊
（
宮
中
の
歌
舞
音
楽
教
習
所
）
の
妓
女
六
百
人
を
解
放
、
肉
親
縁
者

に
迎
え
ら
れ
た
。
憲
宗
（
十
一
代
）
の
と
き
、
八
一
三
年
、
二
百
台
の
車
に
乗
れ
る
数
の
宮
人
を
解
放
、
嫁

入
り
も
希
望
に
任
せ
た
。
穆
宗

ぼ

く

そ

う

（
十
二
代
）
の
と
き
、
八
二
四
年
、
後
宮
お
よ
び
内
園
（
宮
中
の
御
園
、
禁

園
）
に
沒
入

ぼ
つ
に
ゅ
う

（
家
族
が
罪
に
ふ
れ
た
そ
の
妻
妾
や
娘
を
奴
隷
と
し
て
宮
中
に
入
れ
る
こ
と
）
さ
れ
て
い
る
者

を
解
放
、
行
く
先
は
希
望
に
任
せ
た
。
敬
宗
（
十
三
代
）
の
と
き
、
八
二
六
年
、
宮
女
三
千
人
を
解
放
、
嫁

入
り
す
る
も
近
親
に
身
を
寄
せ
る
も
自
由
に
任
せ
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
天
子
の
死
後
も
、
そ
の
配
偶
者



鑑賞会 A[漢詩の周辺]第三回  20 / 20 

 の
資
格
で
一
生
涯
、
天
子
の
墓
所
の
お
守
り
を
命
ぜ
ら
れ
る
人
た
ち
も
あ
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
、
「
陵

園
妾
」
も
し
く
は
「
奉
陵
宮
人
」
で
あ
る
。 

南
京
に
あ
る
明
の
太
祖
朱
元
璋
の
孝
陵
に
は
、
従
葬
の
嬪
妃
は
四
十
六
人
で
あ
る
と
い
う
。
明
の
太
祖
は

病
が
重
く
な
っ
て
き
て
、
看
病
す
る
妃
た
ち
に
殉
死
を
し
て
く
れ
る
よ
う
説
得
し
た
。
彼
女
た
ち
は
そ
の
要

請
を
敬
意
を
以
っ
て
受
け
た
。
本
当
は
死
に
た
く
な
か
っ
た
の
で
躊
躇
し
て
大
臣
た
ち
に
生
か
し
て
ほ
し
い

と
泣
い
て
訴
え
た
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
永
楽
帝
（
三
代
）
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
三
十
人
以
上
が

殉
葬
さ
れ
た
。
死
の
当
日
、
宴
席
を
設
け
て
歓
待
し
宴
が
終
わ
る
と
、
妃
嬪
た
ち
は
宦
官
に
導
か
れ
て
堂
の

中
に
入
り
、
殺
さ
れ
る
と
き
は
泣
き
声
が
周
囲
に
聞
こ
え
て
楼
閣
が
振
動
し
た
と
い
う
。
殉
死
し
た
妃
嬪
を

出
し
た
家
は
、
父
兄
に
錦
衣
衛
千
戸
の
官
職
を
授
け
世
襲
さ
せ
た
。
こ
の
殉
死
は
英
宗
（
六
代
）
ま
で
続
い

た
。 

 
 

 
 

 

「
中
国
四
千
年
歴
代
王
朝
秘
史
新
人
物
往
来
社
」 

日
本
に
お
い
て
も
宮
女
で
は
な
い
が
、
殉
死
は
多
く
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
奥
州
の
伊
達
政
宗
が
七
十

歳
で
死
ん
だ
と
き
、
家
臣
二
十
人
が
殉
死
し
て
い
る
。
明
治
天
皇
が
、
糖
尿
病
の
悪
化
が
原
因
で
六
十
一
歳

で
崩
御
し
た
と
き
、
乃
木
希
典
大
将
が
自
宅
で
、
婦
人
と
と
も
に
殉
死
（
短
刀
に
よ
る
自
決
）
し
て
い
る
。 

乃
木
は
六
十
三
歳
で
あ
っ
た
。 


